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暦
記
念
論
文
を
草
す
る
事
に
決
し
た
。
尤
も
一
方
に
共
意
醐
閣
を
私
が
有
せ
し
事

は
一
紳
戸
博
士
に
も
面
舎
の
折
話
し
た
@
此
種
の
研
究
の
必
要
と
そ
れ
に
針
ず
る
興
味
は
私
は
平
く
よ
り
有
し
て
居
っ
た
。

事
電
車

J1fy
弘、
3
1
4
-号、



私
は
昭
和
三
年
十
二
月
長
崎
高
等
商
業
副
学
校
研
究
館
設
行
「
経
替
皐
講
演
集
」
収
録
拙
稿
『
鎖
道
経
済
に
掬
す
る
文
献
の
経
済
皐
史

的
研
究
』
に
於
て
鋭
道
経
済
に
関
す
る
研
究
中
皐
術
的
債
値
あ
り
永
久
性
を
有
っ
て
居
る
文
献
中
経
済
皐
史
に
名
を
留
め
又
留
め
ん

と
し
つ

L
b
る
著
名
た
る
撃
者
に
依
て
た
さ
れ
た
る
研
究
に
就
て
考
察
し
た
。
叉
経
済
皐
史
上
所
謂
如
何
友
る
皐
汲
に
属
す
る
人
々

が
鎖
中
迫
経
済
中
如
何
な
る
方
面
に
研
究
し
た
乎
左
云
ふ
事
を
攻
究
し
た
。
+
訟
に
は
経
済
閣
十
史
特
に
財
政
曲
学
史
に
其
名
を
周
回
め
又
留
め

ん
と
し
つ
L
あ
る
著
名
な
る
筆
者
に
依
て
注
さ
れ
た
交
通
特
に
徴
道
経
済
に
闘
す
る
研
究
に
就
て
更
に
考
察
し
、
前
に
端
技
表
し
た
拙

稿
の
足
ら
ざ
る
庭
を
補
ひ
た
い
と
忠
ふ
。

私
は
又
昭
和
五
年
十
月
後
行
日
本
経
替
準
曾
編
纂
経
営
暴
論
集
第
四
瞬
協
議
の
摘
稿
『
徴
道
の
圃
民
経
済
上
の
特
質
を
論
じ
、
徴

遣
の
経
皆
主
義
及
銭
道
制
度
に
及
ぶ
』
中
の
第
一
節
鍬
道
の
岡
民
経
済
上
の
特
質
と
し
て
市
(
一
)
設
本
集
中
の
性
質
、

合
む
猟
占
的

性
質
の
次
に
(
一
一
一
)
公
共
的
性
質
(
四
)
統
一
的
性
質
等
を
掲
げ
第
二
節
鍛
造
の
粧
品
百
主
義
と
し
て
第
一

無
償
主
義
、
第
二
子
数
料
主

義
、
第

牧
盆
主
義
を
事
げ
ワ

1
グ
ネ
ル

(
E
O
R
巧
戸
間
コ
ヨ
)
ザ
ツ
ク
ス
(
同
E
=
∞
詰
)
等
の
経
済
事
者
に
し
て
財
政
事
者
た
り
し

大
島
T

者
又
濁
遜
ラ
イ
プ
千
ヒ
大
準
教
授
プ
ル
ノ
・
モ
ル
(
∞

E
E
冨
C
]
一
)
が
シ
ャ
ン
ツ
教
授
七
十
五
歳
祝
賀
論
文
集
に
寄
せ
た
る
論
文

を
引
用
し

】

ι=。一一一

ロ『
-
Z完
司
一
己
再

r
E
Pロ戸

氏
編
纂
濁
治
固
法
及
び
行
政
法
鮮
典
等
を
参
考
し
第
三
節
畿
道
制
度
の
部
K
洩
閣
の

何
回
閣
内
自
主
)
ロ
噌
玄
一
一
司
甘
G
〈一
η
「(同∞∞∞
i
一
右
〕
コ
)

の
説
又
第
四
節
結
語
の
絡
に
濁
逸
経
済
息
一
-
奮
歴
史
事
沃
の
創
立
者
故
巧
口
Z-EHUω
♀
2

の
設
を
引
用
し
て
絡
ん
で
置
い
た
。
其
内
に
も
着
服
し
て
置
い
た
如
〈
交
通
論
鍛
道

論
は
財
政
皐
上
又
行
政
法
と
交
渉
が
あ
る
。

私
は
以
下
前
に
殻
表
せ
し
論
文
の
不
足
を
補
ひ
又
は
論
及
し
て
置
か
左
か
っ
た
庭
を
追
加
し
て
遁
べ
た
い
と
思
ふ
。

財
政
皐
者
自
餓
遵
経
済
に
閥
ナ
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四

七



財
政
皐
者
の
鍛
造
経
済
に
闘
ナ
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四

A 

第

二

節

舘
遁
布
設
以
前
の
時
代

(
】

V
H
O
E
E
口
調
伊
一
司
忠
明
。
)

銭
道
布
設
以
前
の
時
代

(
市
川
同

0
4
m
w
H
7
d可
白
山
古
)

に
交
通
の
重
要
を
認
め
し
製
品
刊
に
就

τは
‘
慨
に
拙
稿
銭
遺
絞
務
に
闘
す
る
文
戯

の
粧
済
皐
史
酌
研
究
』
に
英
国
の
哲
事
者
サ
、

7
-フ
Y

シ
ス
、

ベ
ー
コ
ン

一羽目『

F
2
5
z
gロ)
の
伺
を
引
閉
し
て
崎
遁
し
て
賢
い

7と
(
附
註
)

f

・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
に
就
て
彼
が
冨
何
回
同
】
『
司
。
『

F
o
開
自
己

E
z
n
o
E宮
ミ
た
目
し
事
英
他
彼
と
日
本
と
の
闘
停
等
に
就
で

新
刊
の
拙
著
「
日
英
交
通
史
之
研
究
」
自
序
、
第
一
篇
日
英
変
描
史
概
叡
第
十
一
章
、
第
二
編
日
英
交
渇
史
料

(E)、
第
三
編
第
二
章
停
三
節
ジ
ヨ

y

・
セ

l
p
ス
と
フ
ラ
シ
シ
ス
・
ベ

1
ヨ
ン
等
の
部
に
述
べ
て
置
い
た
。

ス
ミ
ス
時
代
の
交
通
方
法
の
技
術
的
要
素
た
る
道
路
完
cpハ
}
印
)
運
河

(
F
E
Z
)
等
に
就
て
ス
ミ
ス
は
重
き
を
置
い
て
居
っ
た
事

等
生
彼
の
大
著
巧

g
F
C『

Z
E
G
E
に
依
て
立
詮
す
る
事
は
別
の
論
文
に
譲
り
た
い
。

私
は
λ

ミ
ス
が
道
路
及
蓮
何
等
に
就
て
軍

き
を
置
い
て
居
た
事
は
既
に
前
論
文
に

H4Z
何

E
S
S
E
-『

H
W
C

注
目
別
口
ω
明
言
戸
祖
国
旬
開
・
の
・
盟
問
E
T》
2

を
引
用
し
て
一
告
白
し
て
置

い
た
が
、

ス
ミ
ス
の
財
政
皐
的
研
究
に
就
て
は
財
政
島
一
者
に
る
ら
古
る
私
の
如
き
も
特
に
近
来
其
研
筑
の
重
要
を
痛
感
し
て
来
た
。

ス
ミ
ス
と
首
時
の
賃
際
政
治
財
政
、
又
賓
際
政
治
家
と
の
関
係
は
粧
務
事
史
の
研
究
に
志
す
も
の
L
研
究
を
要
す
る
問
題
で
る
る
。

(
附
註
)

井
蕗
牛
掃
氏
稿
租
般
原
則
論
の
諸
問
題
(
繭
問
博
士
遮
憶
論
文
集
所
載
)

其
他
ス
ミ
ス
闘
の
財
政
諭
を
純
血
早
理
的
に
取
扱
は
ん
と
す
る
拳
者
も
多
〈
あ
る
が
私
は
彼
自
著
書
名
E
Z
F
。『

Z
己
即
日
屈
を

μ
Z
E
z
o
r
t
ニ
rn

g己
E
E
g
と
見
る
事
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
息
ふ
。

同
ゐ
巳
耳
E
。
回
吾
ゆ

F
L
E
E
h也
知

2
0
-
E
U♂
回
可

p
o
F
ω
向
。
〉

E
o
-
-
H
C〕
E
r
m
p
〈口

J
2
5
冨
命
日

E
E
H何
回
万
古
E
E
M品
k
p品川

W
E
m
E芹
F
中

に
E
4
E
m
t
n
E自
信
〉
昏
呂
田
百
回
同

F
Z釦百
z
a
z
L
o
E
-
p
o
H
E邑

E
E同町一
O
言
。
『
仲

z
a
p
g
L
4司
円
。
言
"
宮
ロ

L
r
s
r
『g
p
o
E邑
E
E
E



and not rnerely as Turgot did， a systemathed treatise for the philosoph.er， th.at he appe:ded 50 st町 nglyto the practicnl 

men of his time， who， with Pitt， praised his e又tensheknowledge of detail， a5 well as 'the depth of his ph.ilosophicaI 

research.' 

~ Life of Adam Smith， By JOM R.e 峠主要哨瞳jo~短 !U~$:lt詳「密都-'J~穂」首長同時様 11 寝控室鱗書提ト ~4 ・f\ '" t<:号制

腿両当時榊母(lt:)熱miO

撚 111瞳 臆 県

さ製建都民主4判叩州事長主ド由主的〈や車~~刻ど嵩い E国-;>@mL"，判E 告v þ(強制害者~Jd栴-R _ìど〈包魁fk/，縫製走路 Q.Jg嬰特や

命令 ~P ト ;=...-:éL;:::;-..，i1 0;:::;-. r<ι(Fiie¥Irich List) (178甘 184(;) \'J必旬。特~事起訴+'思ピ ~2惇「議関鑓也記堅T眠時

拭議§話言葉置市長(主道駅」どき笥-1}j 脳 S ;i己。~r{ ι ど誌ド 2判(組制遜Q ヨE星雲刊玉二 þí ベト，\-- IQ神話ヨ2有害;!:!..，sJ Q .，sJぬ
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Friedrich List: Schriften， Reden， Briefen， 1927-1935.υQ T[: Band 1Il. 1m Auftrag der Friedrich List-Gesell-

schart E. V. mit Unterstulzung der Deulschen Akademie凹1dder Notgemeinschaft rler Deulschen Wissenschaft. 

Heral時 egebe日 vonErwin V. Beckerath ! Karl Goeser， Friedrich Lenz / William Notz， Edgar Salin! Arlur 

Sommer. 

Friedribh List: Schriflen zum Verkehrswesen. Z¥Veiler Teil， Textnachlese und Kommentar. Herausgegeben und 
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bearbeitet von AiIred v. der Leyen， AifreLI Genert und Berta Meyer. 

-)J;r >"'Kι Q$塁w 鉱程同制E涯縦Q~~軍司早 Ql-<やぬ時 Friedrich Lenz tti' 't!~ピ吋 Q >'" K ，!-Q --Scgg城*'盟主量

Jド随時。 Fried，icbLists Kleinere Scbriften， hrsl(. von Frierlrich Lenz， 1'1. 1， Jena 1926. 
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EE Q 4c cE主主事1)霊EE刊i二どま以常時赴料金FJZ二ど ArchFFJIlCM11b211nwfS5113Iす31.IIEfl5・LJFI12driclI LIStdcz 

Vor¥叩llpfer des Deutschen E町 山ahnwesens. Ein Beitrag zur ]ugendgeschichle des Denlschen Eisenhnwesells 

州制FキJド随&.. 二時。

(藍詔) 綜ばピド:\!密~十 11 唱~m o:r:恕ll;::-l<単怪iil:-l< f誕骨~i!佐藤橋'壌 1 ~静'場 l 総長謡健根7冨~!I{~ 111~鼎醤桜健~..>J.Jド Q
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Edgar Salin 1和 Geschichteder Volkswirtschaftslehre， Berlin 1929・ピ探主ノt{l >"'Kιl危t! <!d書記i;ñm::ω~蜜.. Y 手1

ピ 4<<圏 Q 富島栴 Q>"'Kι$I~AJ翠令Jどふ。

t<<園記名会的根f問書C察相G麺ト時早 K.G. Fenelon ¥l:i' (Director， Deparlment of Induslrial Administralion， College 

。fTechnology， Manchester， and Lecturer on Industrial Aclministralion， Manchester University) t! ~ Kιピ越ド報

Q~v制msν随時。

PrevIously Germany had made great strides in the development of hcr own internal railway system， a. project which th.e 

eminent economist， Frledrich Lbt， had strenuollsly ado¥'ocated as early as ]833-Treitschke boasted， though. perhaps with. 

some exa.ggera.tion， that 'It was the railway which hrst dragged the nation fron】 itseconomic stagn<1tion: they endea what 



the ZoI1verein had only' begun; wilh 511仁hpower did they break in llpOn a11 

forties 日間前pectOr Germany was completcIy changed.' 

the o1d h.abits of life th.at alre出Iyin the 
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1itical Economy， Jly J ShieJd NichoJson， Vol. 1IJ. 1300k V. Chaptcr XJV. Frec Tr:1de江ndP刊 tection.p. 368). 
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Cosmopolilan ¥'-'ぬ時ベ)5)'(' f;< Q~ヨv将 5 い随時。

If the 1wo men :1.rC to be nalllcd hy these two n:1111CS， then it is A{1:'tm Smith川叩lTI115the ranked a5 the natiooalist乳nc1

Lisl田 thecのsmopolitan.List had :1.PP九rcntly t:¥kcn his ViCW5 of Ar}am 日mithnot from the orig目立1SOl1rces 1ut from the 

“おchool"and il1deed it is to the吋choの1"，Is fjuitc irre1cv::mt四 百pplicdto the rcal Adam Slllith. Thc n川ionalisll】。fAdπm 

Smith is 50 import叩 tth，t it is hest t肥九tcdin :1 srpar:ttc c1t:lplcr. (A l'rojcd or Empirc， Hy J.日hicIc1Nicholson" Cha.ptcr 

1. ? 3. JlUll1四回tand N，tion，lbt VP. 5-6) 
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l民ピ君主ρい*圏Q製母EE4惚ばJ ド自室謡高島刊早~r申I~<<I必t(liì/f刊早 Q 程M:íll 1玖のど， ~ Kム Q The “infant industry" 

argument 記おい*1ill1Q ~1軍部紅巳Jドþ\~雲超越L4tP ぬの Edwin R. ...A.... Seligman 作 Prindplesof Economics， 

Chapter XXXlt Internationai Trarie， ~ 214 Argument fo1' Protection Q~!d手~Qg. "v'抑 S\-' ''l的。

Although in its tl記 uietic品目nulationllsua.ily ascribed to Friedrich. List， it is found substantially in Alexander Hamilton's 

celebrated Report on Manufact口r日 inthe la5t decade 01 lhe eighteenth century， and more fully in the work of Daniel Ray-

mond with which Lbt llad become acquainted during his sojourn in Americ:l. 

::-KιQ!!!S鰹fEK44言十J!!The Science 01 Finance， By Henry Carter Adams， N. Y. 1912， pp. 415-16. '" Kι 
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議
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式
刷
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議
議
轟
警
視
喝

所
載
宇
野
弘
首
輔
氏
稿
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
『
経
済
皐
』
|
『
極
櫨
何
事
四
園
民
的
慣
系
』
1
参
照
、
但
し
リ
ス
ト
D
思
想
を
梼
究
す
る
に
は
濁
逸

的
文
献
の
与
で
な
〈
、
英
米
の
優
柏
戸
た
る
皐
者
の
批
判
を
参
考
す
る
事
も
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
。
ス
ミ
ス
其
他
英
米
人
白
思
想
と
封
比
す
畠
場
合

に
、
特
に
其
事
を
感
ず
る
。
私
が
先
に
-
一
ヨ
ル
ソ
ン
、
セ
リ
グ
マ

y
等
白
患
者
。
所
誌
を
引
用
し
た
の
も
、
一
つ
に
は
そ
れ
が
矯
品
で
あ
る
。

何
者
巴
z
r
z
n
Z
2
z
n
F
E
〉『

n
F
2・
2
回
目
白
官
官
同
同
)
所
載
巴
r
E
E
E
R
F
o
c
r
oロ
O
E目
E
L
F
-
a
H
W
r
H
L
m
f
J
H
S
F弘
司
・

Hh宮
の

外
に
司
-
F
Z
Z
〉
自
主

r
p
J「
。
ロ
巴
同

4
・
2
。
宮
参
照
。

(
附
註
)

F
ス
ト
と
潤
惑
の
鍛
遣
に
就
て
は
り
町
句
。
三
宮
F
O
E
m
g
z
rロ
百
戸
叩
官
。
向
。
-
H
E
2同
N
E
r
s
E
m
F
E
Z
n
r
品
内
門
戸
山
宮
司
宮
崎
ロ
ロ
晶
司
円
何
百
戸

mgmkp己
日
ω
《凶
Z
F
Z
S
P
E
o
s
-
g
p包
括

EmEo--H43岡
町
内
2
D
G
N∞
(
p
m
m
Z
)
M
L
M
4
m
m
m
Z
H
Z
4
3
F一円
N
m
n
z
u
r
g
n
y
同町一
U
S
N∞
に

も
一
寸
書
い
で
あ
る
。

(
附
註
)
交
通
論
白
参
考
文
献
と
し
て
は
】
「
。
E

E
出
E
ロロ
n
F
4
2
叶

rロ
耳
ロ
(
岡
高
い
lM30)
著
「
孤
立
閤
家
」
(
ロ
2
-
2
r
z
o
g
z昨
日
ロ
回
雪
山
中

rcロ
回
目
見
門
戸
国
内
7
2
2
r目
r
p
p
d出向

Z
己目。ロ
p-cr2MOヨ
目
白
)
又
へ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
シ
リ
ヒ
"
。
コ
ツ
セ
y

(
同
日
E
E
M
M即日耳目
nF
の
耳
目
出
)
(
弘
同
。

M叩
凶
叩
)
著

b
z
z
r古
E
m
含
ベ
の
2
1
N
O
《
片
山
出
目
立
庄
の
r
Z
4
R
r
r日
ロ
ロ
向
島
内
門

ι
t
E
m
口一
S
E
E
E
問
。
開
巳
ロ
「
官
民
g
m
n
r四回目。
F
E
同日ロ

パ山内山口
R

を
血
中
げ
て
私
は
前
稿
「
鍛
泣
線
神
に
関
ず
品
文
献
市
経
済
問
申
見
的
研
究
L
中
に
ゆ
叫
べ
て
泣
い
た
が
札
一
等
は
餓
逝
線
神
の
直
接
的
勢
考
文
献
で

な
(
、
叉
本
論
に
論
及

F
5
必
要
が
な
H
h
h
b
認
に
は
宵
〈
。

ω狽
議
の
経
済
由
申
者
に
し
て
財
政
墜
者
た
り
し
阿
国
『
一
口
氏
三
円
E
H
N
2
2
4由同
liお
さ
)
の
著
述
、
財
政
墜
及
び
財
政
撃
者
と
し
て
の

財
政
事
史
上
の
彼
の
地
位
に
就
て
は
、
。
・
。
c
rロ
著

3
m
H
O
E
L
2
2
主
0
2
5
r
g
o日
一
。
第
二
巻
第
二
章
財
政
事
の
護
建
て
官
房
墜

(
内
相
市
皐
)
(
同
凶
B
o
z
-者
向
田

E
R
g豆
、
と
財
政
事
第
十
一
節
の
部
に
書
い
て
あ
り
コ

1
ン
の
説
を
引
用
し
て

回
出
口
(
】
ず
ロ
円
『

ι
2
3ロ
百
N
a

三
E
2
2
Z
F
開
g
Z『
回
目
白
【
「
∞
・

十
九
世
紀
よ
り
現
在
に
至
る
調
泡
財
政
嬰
史
中
に

ヲ
S
N
宮
内
一
泊
四
一
一
民
が
書
い
て
居
り
、
叉
共
他

多
く
の
内
外
の
財
政
撃
蓄
に
説
い
て
あ
る
か
ら
今
更
私
の
論
や
る
必
要
は
た
い
。
た
ピ
彼
は
財
政
撃
を
濁
立
の
事
聞
と
し
た
事
者
中

の
第
一
人
者
で
あ
る
と
稽
せ
ら
れ
て
居
る
事
を
一
一
言
ず
る
に
止
め
た
い
。

而
し
て
私
が
前
稿
『
鍛
道
経
済
に
闘
す
る
文
献
の
経
済
墜
史
的
研
究
』
中
に
も
指
摘
せ
し
如
ぐ
彼
の
著
述
。

E
E是
認
品
。
円
〈
O
宗国
2

財
政
皐
者
の
織
遭
経
済
に
閥
ナ
る
研
究
論
者
に
就
き
て

四
三
三
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千
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h

車
全
集
線
済
政
策
(
下
)
牧
録
交
誼
概
論
第
三
章
一
一
、
交
遁
機
関
の
種
類
共
」
題
す
る
内
に
交
遁
機
関
(
〈
o
F
o
F
E
E
Z
n】
)
運
会
機
関

3
2
E
3ュ・

ヨ
言
。
C

遁
信
機
関
(
}
向
。
ョ
E
戸旦
E
Z。
型
自
国
語
】
)
と
し
交
話
機
関
に
は
静
的
と
動
的
と
あ
り
前
者
を
交
遇
固
定
設
備
と
い
ひ
後
者
を
交
通
移
動
機
関

-
と
い
ふ
と
説
明
し
て
あ
る
。

突
に
ラ
ウ

(mE)
著
抑
制
済
曲
学
教
科
書
第
三
巻
即
ち
財
政
事
は
我
校
所
蔵
の
も
の
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

戸、凶}回同『ロ円『【
T
U
『句。一一
Z
ヌリ}】目白

O
o
r
cロ
凸
『
回
一
司
〈
ロ
ロ
ロ
『
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問
問
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目
。
一
口
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3
2
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o
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E
L
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k
F
5
3宮
、
円
巳
司
乱
開
ロ
コ
ι
出
E
L巾
}
Z持
込
山
4

・

而
し
て
財
政
皐
第
二
部
の
改
訂
第
四
版
は
千
八
百
六
十
年
出
版
で
あ
る
。

こ
の
ラ
ウ
の
財
政
論
中
国
有
鱗
道
官
S
5
2
2
S
E
E
S
-
)
に
就
て
は
財
政
事
原
迎
吉
岡
E
己
富
釘
ゆ

LO門
町
E
Fロ
2
ι
2
2剖
口
宮
沖
)
(j) 

第
一
部
(
何
日
g
h〆
g
h
o山
一
口
口
引
)
第
二
編

(
N
'
r
R
r
)
悶
家
歳
入
、
口

kp
丘
出
品
川
4

明

Z

Z
廿釘宮〔リ
F
出

[
S
Z
2
3
5
r
D
E
M
に
請
巳
て

め
る
。

郵
便

K
4
M
て
は
点
目
前
に
説
い
て
あ
る
。

郎
、
と
の
ラ
ウ
の
財
政
駒
山
町
恕
む

jzv， 

5
5
1
1
 

4ι
宵

4
月
一
~
柾
川

河
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2
1
仔
旬
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コ

旧
世
日
司
』
k
p
v
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L
P
L
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'
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k
w
h
w
仙
の
U
U山

内
門
田

、、コ

出
E
司
室
町
長
】
MD回[llH円
。
四
乙
第
二
百

O
五
節
に
郵
便
(
ロ
E
H
M
2
7
4岳
山
口
)

に
就
て
ラ
ウ
は
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

同
)
昌
司
。
国
7
4
2
0
p
。
一
口
ゆ
牛
耳
巴
ロ
司
巳
町
田
『
虫
円
「
ω円。ロ

kpロ
ω門戸
-Zロ
L
2
3
0ロ
2
0ロ
N
O山門

(
C
Eロ
品
自
門
誌

L
2
5ロ
mw己
N5-一ωωEω
円
rmSF
〈
ヨ
コ
同
・

出
-
H
N
E
第
四
改
訂
版
開
Z
Z
〉

g
r
o同一ロロ同・

m
E
N
2
)
。

右
の
如
く
ラ
ウ
が

ロ
E
H
V
S
Z
2
8
を

てコ
の

〉

Z
E一
5
と
書
い
て
居
る
の
は
今
日
の
交
通
論
に
所
謂
遇
信
機
関
(
問
。
E
E
'

ι
r
P
E
G
S
S
E
-
4
 
と
し
て
郵
便
を
有
し

〉
ロ

m
g
r。ョ

と
論
ゃ
る
の
に
一
致
し
て

E
し
い
。
卸
ち
通
信
機
関
と
し
て
の
郵
便
は
伊
平

回
口
同
[
同
一
円
で
あ
る
。
曲
四
道
が
同
43ロ国司
g
E
S
E
-
F
で
あ
る
と
同
じ
く
一
つ
の
組
織
健
吉
『
間
宮
町
E
E
U
O『m
E
Z
E
)

問
第
三
に
ロ
ー
レ
ン
ッ
、

で
あ
る
。

フ
オ
ン
、

シ
ユ
ダ
イ
シ

円
。
百
ロ
N

5
ロ
2
0一
口
二
∞
-
山
I
|
同∞
00)

に
就
て
漣
べ
た
い
。
同
氏
著
財
政
事
教
科

財
政
盟
申
者
。
織
道
経
済
に
闘
す
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四

五



財
政
皐
者
の
鍛
道
経
済
に
闘
ナ
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四=一六

書
(
円
b
r
手
口
n
r
宏
司
町
山
口
山
口
N
J
4
2
E
M
m
n
E
3

改
訂
第
五
版
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
で
千
八
百
八
十
五
年
よ
り
千
八
百
八
十
六
年
に
亙
り
出

版
さ
れ
て
居
る
。

と
れ
は
私
が
我
長
崎
高
商
岡
書
館
に
備
付
け
た
も
の
に
よ
り
明
で
あ
る
。

然
る
に
の
E
田
Z
4
の
C
F
口
兵
士
r
o
l

H

由
同
喧
)

は
其
著
財
政
事
第
十
八
頁
に
H
b
E
N
5
ロ
∞
窓
口
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kpZ3p向。，

同∞∞やlH∞∞
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と
遣
い
て
、
第
瓦
版
が
千
八
百
八
十
四
年
よ
り
千
八
百
八
十
六
年
K
亙
り
出
版
さ
れ
た
る
が
如
く
書
い
て

居
る
の
は
誤
で
あ
る
z

尤
も
第
一
容
の
序
文
一
は
千
八
百
八
十
四
年
の
十
月
初
旬
に
書
い
で
あ
る
。

改
ア
ご
-
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土
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刊
訂

J
-
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t
h
司

j
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L
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日
H
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J
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。
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コ
l
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ロ
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ツ
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オ
ン
・
シ
ユ
ク
イ
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財
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財
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史
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第
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財
政
墜
(
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ロ
5
2
2
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E
ロ
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た
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味
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狗
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ぐ
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E
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∞
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史
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句
ロ
円
。
E
ロ
円
}
E
D
間
口
r
o
円
与
一
命
何
己
問
]
一
ω
円
7
0
同
Zω
コZ
F
ロ
旬
。
-
一
z
r
)

第
二
巻
英
図
鍛
道

政
策
批
判
論
(
N
Z
円
出
E
=
F
a
-
E
出
L
o
-
-
同
ロ

ml'

EnFmHd 
国

EOEFEw-】目出一一zr)

の
白
序
(
司
2
室
)
ユ
)

中
に
一
一
吉
せ
し
庭
の
如
く
で
あ
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大
事
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け
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ユ
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繕
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イ
ン
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司
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史
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あ
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。
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〈
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あ
る
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。
}
閉
口
口
比
円
」
曲
目
ロ
3
8
R
r
E
山
口
門
『

FOHAW出
N
F
m
g
E

ロ=ュ

'fgB0・
(
同
論
文
集
第
二
百
二
十
四
頁
参
照
)

シ
ヱ
タ

f
ン
ば
干

l
b
及
f
ヱ
ナ
大
壊
に
材
確
及
法
律
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い
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伶
般
に
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1
ル
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駆
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矯
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で
あ
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。
彼
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経
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準
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統
計
事
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間
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阜
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撃
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研
究
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寅
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亙
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著
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論
文
を
護
表
し
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居
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。
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シ
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憾
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憲
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史
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す
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〈
O
「
巧
胆
一
円
E
コ
同
町
若
巾
見
当
日

同戸巾弘司-HE=
ュ
九戸田『包[N04Dロ

。
=
帥
E
4
η
。
『
ロ

出
門
5
5
m
q
F
H
q
o
?

右
に
引
用
し
た
故
コ
l
ン
毅
授
の
著
述
財
政
撃
中
の
第
三
編
第
三
章
口
町
田
[
0
5
『
m
a
a
N
向
。
Z
口
問

巴一
o
F
2
包
括
吉
田
門
戸
器
g
Z
5
2
4
一回
-
z
=
m
-
即
ち
猫
逸
圏
有
蜘
尚
道
行
政
中
に
引
用
さ
れ
た

品。『

品。信[ωnFOロ回門戸mw円。ロ匂】同

息
刊
日
出
す
の
は
故
コ

l
ン
教
授
と
故
フ
ォ
ン
、
デ
ル
、
ラ
イ
エ
ン
先
生
と
の
闘
係
で
あ
る
。

フ
ォ
ン
・
デ
ル
・
ラ
イ
エ
ン
先
生
は
早
〈



『
北
米
畿
道
の
財
政
及
交
通
政
策
』
な
る
著
述
を
出
し
た
人
で
あ
る
。

同戸=同=干
回
目

ー】
【ー

〈
2
r
己
=
印
唱
。
一
一
z
r

L
2
 
Z
2
L目
白

]
2
F
P
D
U
己
】
♀
】

】
出
回
聞
の

=
rと
E
2
}
ぐ

o
=

】)『・〉一午巾(]
ぐ

oz
L
巾円

円。}唱。ロ

。。r

C
Z
司
。
畑
町
一
。
E
=
四
m
E
[
r
M
〈
G

ユE
間
宮
三
ヨ

同
州
己
『
一
E
冨
5
2
0
『
E
5
L
O
『

む『『
σロ二一円一百円】〉『to一【ヨ
d

U

A

君
。
-
z
w
ぞ

D=回【山ロ〔ご明。ロ言明。何回、戸

z
r
z
〉
三
一
元
戸
同
庁
ユ
宮
司
主
泊
四
ぞ
S
T
z
g
m
h
v
ユ
コ
m
q
-
M
∞
ヨ
・

フ
ォ
ン
、

J

ア
ル

ラ
イ
エ
ン
先
生
は

C
ニ
三
唱
-
J
-
Z
円
-
r
-
N
5
2
ユr
p
f
H
、
〔
V
E
-
-
】
問
u
]
-
2
5
E
F
J号
室
-
S
F
一
《
一
等
と
共
に
園
家
事
辞
典

玉
突
出
)
に
、
鍛
道
に
闘
し
寄
稿
を
推
賞
し
て
書
い
て
底
ら
れ
る
事
は
、
j
f
司

-
r
)
支
毅
授
の
財
政
間
半
q
-
2
5
三
ω
M
S
E
戸
「
円
)
第
七

百
八
十
四
頁
に
記
ず
る
一
連
で
あ
る
。

ァ
ー
「
/
、

J
f

レ
、

一

一

戸

?

っ

ノ

テ
ィ
ー
ン
先
生
の
餓
ポ
・
政
旅
の

ty議
共
他
が
dT

ル
2
5
3
Vパ
-
d
Z
)
数
桜
の
財
政
山
部

U
 

も命円己】】巳ロ戸n)ロハ口戸
Aο凶目

-キ
d
-
d
2
4
J
J

』
F

』

=p=
、l

ポ
言
語
ロ
ω
門
一
戸
【
円
)
に
引
用
さ
れ
て
居
る
。

(
同
書
第
二
百

O
九
頁
第
二
百
十
頁
等
参
照
)
。

フ
ォ
ン
・
デ
ル
・
ラ
イ
エ
ン
先
生
は
「
ピ
ス
7

ル

ク
公
の
鍛
道
政
策
(
コ
一
。

-
J
Z
E
ユ
昌
一
-
-
4
3
z
t
r
L自
宅

z
z
z
=

}
山
E
5
2
n
r
)
」
友
る
著
述
を
私
が
樹
逸
留
事
中
千
九
百
十
四
年
出
版
さ

れ
た
。本

は
濁
泡
留
事
早
k

千
九
百
十
二
年
(
明
治
四
十
五
年
)
五
月
賞
時
伯
林
大
事
名
器
回
数
授
に
新
任
さ
れ
た
フ
ォ
ン
・
デ
す
一
フ
イ
ヱ
ン
先

生
の
御
紹
介
で
ヂ
ツ
チ
ン
ヂ
シ

(
C
己
戸
[
三
河
口
一
大
事
に
コ
l
ン
先
生
を
御
訪
ね
し
た
事
が
あ
る
。

(
附
註

其
時
コ
1
y
先
生
よ
り
新
刊
早
々
。

]
『
命
同
円
3コ
3
5
一
。
』
2
=
ロ
己
ヨ
戸
r
z
r
w
同
曲
目
(
〈
。
一
-
H
H
Z
w
z
c
・
抽
出
)
の
抜
刷

4
-話

同
ロ
の
司
mwamm

つ
『
可
。
司
Z
F
Z
S
Z
2
2
ヨ
E
可
】
叫
〕
三
U
M
-
-
z
門
。
r
p
C
2
2
E
J
。
『
C
2
z
f
g
其
他
濁
逸
文
の
論
文
等
を
頂
い
た
。
私
は
交
遇
政
策
経
済
串
の

研
究
杢
先
生
並
に
レ
キ
シ
ス

(
さ
・
ご
と
牛
先
生

(
]
富
山
寸
i

]

{

}

守
山
)

。
許
に
又
首
地
商
法
自
火
家
}
ジ
ユ
『
b
r
『ヨ
2
2
先
生

(
ν
l
マ
ン
教
授
と

財
政
畢
者
の
畿
道
経
済
に
調
ナ
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四
四
七



財
政
愚
者
自
鍛
造
鰹
済
に
開
ず
る
併
究
論
著
に
就
き
て

四
四
八

其
著
書
に
就
て
は
拙
著
日
英
交
週
史
之
研
究
第
二
編
第
四
編
参
問
)

に
就
て
商
法
中
交
誼
K
聞
係
あ
る
部
分
配
車
ば
ん
か
と
も
思
っ
た
が
、

コ

シ
先
生
、

レ
キ
シ
ス
先
生
等
の
忠
告
に
よ
り
伯
林
に
留
血
中
世
継
続
す
る
事
と
し
た
。
私
が
同
日
ゲ
ツ
チ
ン
ケ
シ
犬
用
車
訪
問
中
レ
キ
シ
ス
先
生
の
大
理

石
宵
像
の
除
幕
式
が
ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
大
畢
固
書
館
内
に
て
奉
行
さ
れ
、
私
は
幸
に
其
席
に
列
ナ
る
光
祭
に
浴
し
た
。

コ
i
y
先
生
も
其
昨
叩
に
列
せ
ら
れ
た
。
私
は
レ
キ
シ
ス
先
生
に
携
へ
し
島
の
先
生
の
・
開
業
前
(
巴

E

ロ
zrr喝
2
2
)
の
邦
課
を
踊
っ
た
。
そ

れ
は
法
問
申
土
故
岩
村
茂
先
生
の
課
で
私
が
名
古
犀
商
業
率
校
に
て
賞
奥
と
し
て
頂
い
た
も
の
で
あ
づ
た
。

レ
キ
ジ
ス
先
生
は
其
献
謬
を
は
じ
め
て

ー
ι
由
工
、
J
一

身

内

』

L
D
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I
d
7
'
C
u
z
-
-
b
-
U
7
 

コ
曜
華
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日
事
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h
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午
上
主
h
自
主
っ
そ
。

援
官
一
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・
ヨ
シ

t
v
v
i
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r
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-
J
E
b
+
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ン
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コ
ー
ン
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主
つ
事
土
前
車
つ
モ

J

d
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ル
敬
授
(
小
生
留
畢
中
は
キ
ー
ル
大
串
私
講
師
に
て
交
遇
政
策
を
講
ピ
て
居
ら
れ
た
か
、
b
私
は
御
訪
ね
し
た
)
か
ら
聞
い
た
Q

(

ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
大

畢
は
二
百
年
祭
を
本
年
六
月
暴
行
の
由
)
神
戸
博
士
も
最
初
は
F
ツ
チ
シ
ゲ
ン
大
串
に
て
コ
1
ン
敬
授
に
受
阜
の
志
が
多
少
あ
っ
た
が
思
ひ
止
ま

m
n
F
E
M
N
)
(同
∞
回
目

l
】
申

UH)

月
シ
ャ
ン

y
敬
授
の
生
誕
記
念
日
を
週
「
る
三
日
即
ち
十
王
日
の
朝
私
が
紳
戸
博
士
を
御
訪
ね
し
た
時
で
あ
っ
た
。
私
は
紳
戸
博
士
が
第
二
聞
の

っ

て

を
E
N吉
岡
聞
大
阜
の
シ
ャ
ン
ツ
教
授

。。。
吋

σョ
..， 
B 

に
師
事
さ
れ
た
と
私
に
語
ら
れ
た
。

そ
れ
は
こ
の
春

御
洋
行
の
折
濁
逸
伯
林
に
て
博
士
に
御
舎
し
た
事
が
あ
る
。
其
際
も
こ
れ
恥
ら

dF4ロ円
Nrz同
四

に
行
き
滞
在
す
る
と
申
さ
れ
た
事
を
明
に
記
憶
し

て
居
る
。
私
は
神
戸
怖
士
の
京
大
研
究
室
に
掲
げ
て
あ
る
U

ヤ
シ
ツ
教
授
の
年
若
き
唄
の
立
振
な
宵
像
を
仰
ぎ
見
た
。

Y

ヤ
ン
ツ
教
授
の
先
年
の

篤
民
は

E

E
ロ
N
R
n
r
Z
出
向
尚
早
口
品
。
向
。
g
品

4
S
目。
r
g
N
Z
E
n
F
V】
問
。
回
目
白
阿
国
H
o
p
F
4
5
Z
R
g
G
M
N
に
掲
げ
て
あ
る
。

ヨ

1
ン
教
授
と
と

F
E
5コ
門
吉

-
J
O」可。ロ

先
生
と
の
親
密
左
交
友
関
係
に
就
て
私
は
雨
先
生
よ
り
直
接
聞
〈
庭
は
左
か
っ
た
。

し
か
し
コ

1
y
氏
の
論
文
集
「
調
逸
財
政
交
通
及
行
政
論
等
の
政
策
論
集
」

(
N
E
E
-】

zr
品
自
己

2
5
r
g
】可

-DENE-
〈
O『

r
o
T
E
'

ロ
=
(
日
〈
ゆ
『
耳
目
}
門
口
口
同
∞
巧
何
回
巾
コ

F
同
州
命
〔
目
。
=
ロ
ロ
L
K
F
ロ
F臼
【

N白

4
C口
の
ロ
巴
ロ

4
n
c
F
D
W
∞
円
三
円
四
戸
『
門
E

3
0叩
)
が
同
一

8
5
=
ュ2
H
h
H
e
=

。。s-
E
E
O
F

と
巴
ωゆ
き
ロ

L
O
『
戸

4
2
友
る
婦
人
に
献
呈
さ
れ
て
居
る
事
に
よ
り
て
も
察
す
る
事
が
出
来
る
。

(
附
註
)

コ
l

y
教
授
は
一
生
絹
身
で
あ
っ
た
。
し
か
し
コ

1

ン
敬
授
は
漏
逸
の
婿
人
運
動
に
闘
す
る
巳
E
巴
m
E
E宮
市
-
E
E
E宮
喝
の
m
z
D
F
R
E
n

勺手



国
Z
『向。
r
zコ四

zrm『
《
山
内
町
内
口
問
ヨ
言
r
r
o
-
5明

ZSL
自
己
♂
国

2
Z
P
M∞
志
・
な
る
名
著
る

p
。
そ
れ
に
は

ヨ
何
回
ロ
耳
目
門
}
凶
宅
型
四
日
開
ヨ
ヨ
因
。
04〈
E
E
Z

と
其
姉
妹
に
献
呈
し
て
あ
る
。

コ
I
Y
教
授
と
問
ピ
〈
シ
ャ
ン
ツ
致
授
も
満
身
で
あ
っ
た
。

(
昭
和
七
年
二
月
臨
時
行
線
持
論
議
第
三
十
四
巻
第
二
抗
所
載
神
戸
博
士
稿
「
恩
師

シ
ャ
ン
ツ
殺
授
を
悼
む
」
参
照
)

シ
ャ
ン
ツ
殺
授
は
多
〈
の
弟
子
を
持
ち
七
十
五
歳
。
誕
生
日
(
千
九
百
一
一
十
八
年
三
月
十
二
日
)
に
祝
賀
論
文
集

(明。はおお

-v一mD
r
c
g品
寸
富
山
岳
山
口
w)
が
出
版
さ
れ
其
巻
頭
に
彼
の
宕
貨
が
掲
げ
て
あ
る
。

さ
て
前
遁
の
濁
逸
財
政
交
通
及
行
政
論
等
の
政
策
論
文
集
に
牧
録
さ
れ
て
居
る

可

H
H
z
t
q
H
N
g
r
{古
=
=
出
〈
2
F
S吉
田

2
2
3・
及

び
そ
れ
よ
り
前
に
禁
表
さ
れ
た
論
文

L
口吾
{O
一三五
2

z
一連

L
r
'
P
4
3
2
d
z
q
F
Z
Z
-
5
T一
号
〈
日
す
T
g
g
E
5
M
m
(混
乱
山
首
L

3
r
3
0日
r丸
山

出

rt口
自
ら
M
m
に
牧
悦
〉

r
z
g日出
}
M
4
5

」
rk川
芝
刈
ロ
的
切
に

'Mtp由
。
HHCMMハ一ハ刊号

HdHめロ印】剖
m
u
r
o
m
r
E
Z
H向山口印口同一

{NC円
門
町
内
訟
の

r
l

一nr
z
z白
島
町
。

z
z
r
ι
2
4
2
r
m
r
E
4
4
2
3♂

3
0
0
に
収
録
)
と
相
関
聯
し
て
居
る

D

要
す
る
に
彼
の
論
文
は
交
托
論
と
財
政
論
と
の
締
接

な
る
閥
係
を
示
す
弘
の
で
あ
る
。

{
附
註
}

彼
の
親
し
か
っ
た
と
『
月
L
4
0
D
L内
『
円
3

2
先
生
は
私
の
伯
林
大
島
・
夜
昼
時
代
の
恩
師
で
あ
っ
た
。
先
生
は
九
十
歳
。
高
齢
に
建
し
其

主
幹
ず
る
濁
逸
一
銭
遺
雑
誌

〉
z
r
z
p吋
同

32drhユ
dE4J203
目
唱
凶
与
は

NZH2
唱
。
・
。
zuZ司
P
E四
40ロ
何
回
明
。
=2MN
jrsu
【凶作同門

3
川
町
ロ
と
題
し
で

先
生
の
篤
畏
を
掲
げ
て
千
九
百
三
十
四
年
六
月
二
十
八
日
り
九
十
問
の
誕
生
日
を
祝
賀
す
る
辞
を
陳
ね
た
、
然
る
に
先
生
は
同
年
九
月
二
十
五
日

永
眠
さ
れ
た
。
そ
れ
は
同
年
四
〉
再
-
2
4
E
L口問。
ZE--口当
2
2
第
千
三
百
四
十
九
頁
に
掲
げ
て
あ
る
。
私
は
先
生
の
畢
尽
に
封
し
て
た
Y
僅
に

Z
旬間同
E
r
r
L
P別
何
Z
Z
E
2
百
円
去
作
何
一
品
ロ
-
v
p
-
5
8
F」「
4

3
な
る
拙
稿
を

〉

2
r
z
z吋
伺
】
追

2rprpzdmmp
』
乙
凶
吋
問

hw回目

同唱
U
W

同
同
H
m

コ
N w 

富
山
口
!
〉
司
ユ
】
に
掲
げ
さ
し
T
頂
い
て
其
抜
刷

(由。ロ《凶
O
L
E
n
r
)
を
先
生
に
献
じ
た
の
み
で
あ
る
o

紳
戸
博
士
。
如
〈
多
〈
ゆ
財
政
皐
的
論
文
を

著
遺
愛
表
さ
れ
た
唱
に
比
ナ
ベ
〈
も
な
い
。

財
政
皐
者
。
鎗
道
館
済
に
闘
す
る
研
究
論
著
に
就
き
て

四
四
九
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